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‐材，亜罫鍍等全が用ゐられなくなった。戦後は

充分時がある。ジックリ落付いて園産品代用を

エ夫し，輪入に俟たぬ用意が必要である。

匿物利用，匿物の復活利用ももつと庚範園に

研究箕現すぺきで，造船所の利材エ場の擴大活

躍を血圖すぺきである。

中央綜合造船技術研究磯關設立一常澄的な本
機關の設立は造船技術の蕊國統合的向上｡上か
ら是非必要である。鼓には學巻有經験のエキ

スパート，相當な設計部と各種溌駿施設一とれ

は取敢へす，現存各所各種の寅験，試験設備に

依頼することにする－を設け，一は各造船所で

の不可能の研究事項を虚理解決し，一は小造船

所"､船主の技術諮問解決に費し，あらゆる造船

技砺を捻討調査する。かくて技術の交流にも役

立て，設計工作の統一基準化を謀るのである。

過般造船聯合會の技術部が，海運總局と合同し

て, .今回の小型客船の設計に就て建造垂船所，

船主，海運協會， 日本海事協會，船舶試駿所，

船舶工業聯盟，大學方面等相集って各種船に就

て統合的検討を行ったのは，彼我相役するとこ

ろ多大であり，なごやかな官民協同の技術研究

を結果したのは，窪に愉快な事であった。次で

建造される貨物船に就ても同様の催しのあらん

ことを希望する。今暫くは各遼船所，船主が孤

立して行く時では無い，宜しく畢國握手, :技術

を公開交流し全國一函となって戦後の復興に一
致勵進すぺきであらう。そして上記の中央研究

機調は，關係官廃と各造船所，船主其他關係業
者から成る常設技術委員倉を設置し，必要に感

じて會合，協議，研究したいものである。叉庚
範な綜合工業たる造船，船はその建造園文化の

表現と云はれるからには，単に造船關係者のみ

X､らず，金属，端金，化學等各方向の學者，業

者にもタッチすぺきで，例へぱ上述の代材，慶

物利用の問題の如きも直ちにこれらの人堂の助

力慰援を要するのである。

船舶設計標準化の提唱-:1記小客船設計の例

でも，同總噸數の鉛，同航路のものであり乍ら

その大さ，速力，諸係数の如きも底を多様であ

った。－それは今回は使用主機が現存のものを

減用したのも原因であったが一然し大所から看

て， さう紳經質に同一航路同一目的の船を船

主ごとに設計を愛へる必要があるであらうか。

そのために，鋼材の種類寸法は勿論，各髄の船

鯖，騒装品，主機，補機，備品，溌備&間の末に

至るまで腫暉となり，設計聾．材料の節約，そ‘

の互換性，各種製品の互換性とその便柊に影響

するところ蓋し紗少ならざるものがある。戦農

はこの難を考臘譲歩して,.暫くの間でも「新遥

船の標準化｣-些殊に貨物船, §客船では主要寸法，

線圖,従って速力位-が切箕に望まし[､。
最後に謂ふ迄もなぐ船便猛左右する一大項目

は建造に要する人工である。世上總ての雛は突

き詰めれば結局は『人』に跡着する。マネージ

する人もされて働く就員,工員もF皆同じく人」
である。これら三者が御互に滿足して夫掩諏身．

衷心からの働きが出来なくては眞の事業は梁ら

ず，立派な安い船は出来ない。頃日頻發する努

働季議は－その要求の正否は，世捌と離れてゐ

る筆者には判らぬが一要するに，第三審から雪

て,｢富の公平安営な分配｣,所謂「乏しからざる
､w

を憂へず，均しからざるを憂ふ｣,共存共篭，非

自我的否寧ろ「自分より先づ他人を」の理念が

何よりの根源であらう。これに開し筆者は．確

か昨春本誌新年號に「戦後わが造船界｡アリカ

タ」と題して愚見妄想を述ぺておいたが，今命

常に頭に在るのは，上記三者お互が船造所の利

害を同じやうに等しく身に感じるや魂法式篭-差
採ることであり,その爲には'1)”わ株を優
先的に從業員に－工員まで一分ける｡'2)各就員

工員夫雄の賓格の上進,昇給,賞與わ査定等は，

そｵしら各階級から夫巻詮考委員を出してその意

見を聴き，幹部と一緒に之を詮考考慮する，3）

下は役付工員,係長から，工場長課長,部長，
上は幹部役員に至る迄總て之を公選糞禦とす

る。4賦蟹業状態は一切特に詳細に從業員全部

に公示する。要するに在来の「知らしむぺから

す，行はしむぺし」から「寓事知らしむぺし，

而して共に努力せん」主義への韓向である。

かくて，牡の運営にとって，上は幹部から下

は工員，雇傭員の末に至るまで，會職D事難と

その繁榮とに對して，心の眞底から共同の關心

を持ち得，皆「自分の利害に直接影響する仕班

だ」といふ感を抱くに至り，諸事凹漁無事に行

くのではあるまいか。かくて鐘に無手岡っ樂園

造船所が出現し，眞の意義に於て我國の復興に

大いに寄與するものと恩ふのである。 （終）
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